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各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

株式会社 ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

 

北九州市「アトツギ未来創造プログラムBridge北九州２０２６」の開催について 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）の子会社であるＹＭＦＧ ＺＯ

ＮＥプラニング（代表取締役 藏重 嘉伸）は、北九州市の「アトツギ伴走支援運営事業」において、

中小企業の有する経営資源を活用した新規事業展開や既存事業の変革にチャレンジする「アトツギ

（後継者・後継予定者）」を対象に、「アトツギ未来創造プログラムBridge北九州２０２６」を開催し

ますので、下記のとおりお知らせします。 

今年度で３回目の開催となり、プログラム卒業生においては事業承継に向けた取り組みやアトツ

ギ同士におけるネットワーク形成が進むなどの成果が確認されています。 

本年度は、アトツギの検討している事業構想から取り組みの具体化までの段階的な支援に加え、

プログラム卒業生がプログラム参加者の育成に関与する視点を加えた循環型支援システムの構築を

行い、北九州市ならではのアトツギ育成の仕組みの構築を目指します。 

 

記 

 

１．プログラム内容  

（１）名  称 アトツギ未来創造プログラム Bridge北九州２０２６ 

（２）対 象 者 北九州市内に主たる事業所を有する中小企業の後継者、後継予定者  

（３）内  容  

   新規事業展開や既存事業の変革を担うアトツギを育成するプログラムを実施 

➢ アトツギとしてのマインドセットや事業のブラッシュアップ等の講義開催（６回） 

➢ 最終成果発表会の開催 

（４）実施期間 ２０２６年８月～２０２７年１月  

（５）受 講 料 無料  

※詳細は別添チラシをご参照下さい。  

 

２．申込方法  

別添チラシの二次元コードよりお申込みください。  

申込期限：８月１４日（金） 

 

 

 

 



３．「アトツギ未来創造プログラム Bridge北九州２０２６」が目指すもの 

プログラムを卒業したアトツギの円滑な事業承継と自社のバリューアップを目指すとともに、先

輩アトツギが後輩アトツギの育成に関与する、循環型の仕組みづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．山口フィナンシャルグループのサステナビリティへの取り組み 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステ

ナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリア

リティ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベーショ

ン創出、地域産業の成長サポート」の実現に資する取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

  
【本件に関するお問い合わせ先】 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング地方創生戦略事業部 

担当：西林 ０９０－６５０８－５６９０ 

担当：山田 ０８０－４０８６－４１８５ 

 



「Bridge」は、事業承継を契機として、家業で培われてきた

経営資源を活用し、新規事業展開や既存事業の変革などの

新たなチャレンジに踏み出そうとする

「アトツギ（後継者・後継予定者）」を対象に

新規事業創出等に向けた事業アイデアの具体化を

約6か月間にわたって伴走型で支援するプログラムです。

令和8年度 アトツギ伴走支援プログラム参加者募集

お申込みはこちら＞＞＞

◆ 北九州市内に主たる事業所を有する中小企業のアトツギ（後継者・後継予定者）

◆ 新規事業や既存事業の変革など新たな成長を志向している方※
対象者

締切 8月14日（金）17:00

※応募時点で具体的なアイデアがなくてもエントリー可能です

無料
※会場までの交通費、懇親会、合宿時の宿泊費は自己負担

全7回の講座の開催

他地域から、先輩アトツギや

経営者、専門家を招き、新

規事業の創出等に向けた

ワークショップ等を開催。

ネットワーク接続

市内のアトツギや、支援者を

中心としたネットワークへの接

続を促進し、知見の共有やア

トツギが今後相談しやすい環

境作りを支援。

個別伴走支援

事務局にはアトツギ支援の

実績のある専門家を配置し

サポートを実施。各社の事

業内容等にあわせて伴走手

法で事業づくりをお手伝い。

株式会社YMFG ZONEプラニング

TEL：090-6508-5690

担当：山田・西林
事務局 北九州市（産業経済局中小企業振興課）主催

協力 北九州銀行 福岡ひびき信用金庫

参加費

申込方法 「Bridge北九州」専用ホームページから

プログラムの詳細については裏面をご覧ください＞＞＞

定員 10名

※書類、面談による審査がございます

※審査結果はメールにて通知いたします

◆ 本プログラムの全日程に参加可能である方



Day

１
8月28日(金)

16:00~18:00 講義「アトツギベンチャーとは」/先輩アトツギによる経験シェア/交流会(19:00~)

Day

４
11月2日(月)

18:00~20:00

&

５

※プログラム内容は変更となる可能性がございます。

株式会社YMFG ZONEプラニング＜問い合わせ先＞ TEL：090-6508-5690担当：山田・西林

【1】 Bridge北九州に参加して良かった点・変わった点は？

【2】 Bridge北九州へ参加する後輩アトツギへ一言！

Day

２
9月25日(金)

18:00~20:00

Day

３
10月16日(金)

18:00~20:00

Day

６
12月11日(金)

18:00~20:00

Day

７
１月16日(土)

14:00~17:00

上野 烈 氏 有限会社上野園芸社

【1】 家業のリソースを活かした新規事業のアイデ
ア段階からカタチにしていくまで、様々な角度からア
ドバイスをもらえます。また、同世代のアトツギ同士
の横の繋がりができるので、困った時に気軽に相談
できる仲間ができました。

【2】 アトツギ甲子園というピッチコンテストにとりあえず出てみること
をオススメします。大勢の人の前で自分の思いや考えを短くまとめ
て話すということは、自分の頭も整理されて思ったよりも大きな良い
経験になりました！

吉川 良祐 氏 吉川工業株式会社

【1】 同じ悩みを持つ中小企業の仲間と共に家
業の課題に取り組んだことは、とても良い経験に
なりました。講義・メンターによる伴走支援も充実
しており、行政・金融機関・専門家とのネットワー
クも得られた貴重な機会でした。

【2】 一人で悩まず、仲間と共に想いを発信し、アトツギベンチャー
として家業の未来を切り拓いてください。飲みニケーションも充実し
ており、色々な意味で新しい世界が開けます。めざせ"アトツギ甲
子園"で全国デビュー！

岡﨑 健太郎 氏 岡﨑建工株式会社

【1】 同じ境遇のアトツギとの出会いが何より大き
かった。一人で漠然と考えていた新規事業の解像
度がプログラムや仲間との対話を通じて一気に高ま
り、ずっと頭の中にとどめていたアイデアを実行に移
すきっかけになりました。

【2】 ここには同じ志を持つアトツギ、親身にサポートしてくれるメン
バー、そして一生ものの素晴らしい出会いがある。一人で抱え込ま
ず、ぜひこの場に飛び込んで、仲間とともに新たな一歩を踏み出し
てほしい。

11月3日(火・祝)

前年度参加者の声

9:00~12:00

プログラム

キックオフ

内容

会場 COMPASS小倉 会議室A

WS「家業の棚卸」 自社事業の背景整理/自社の強みの把握

家業の棚卸 会場 COMPASS小倉 会議室B

WS「家業の変革の検討」 新規事業の創出/新規事業開発のフレームワーク

新規事業アイデアの整理 会場 COMPASS小倉 会議室C

内容

内容

Day4：中間発表（ピッチ/フィードバック）/メンターとの壁打ち

Day5：先輩アトツギによる経験シェア/メンターとの壁打ち

資料の作りこみ

中間発表&合宿 会場 北九州市内ホテル

内容

講義「プレゼンとピッチの違い、資料の作り方」

人に伝わる資料と話術 会場 COMPASS小倉 会議室A

内容

成果発表（ピッチ/フィードバック）/交流会(17:30~)

最終発表会 会場 COMPASS小倉 イベントスペース

内容

「Bridge」は、家業の未来を見据えて新たなチャレンジに踏み出す

「アトツギ（後継者・後継予定者）」に向けた6か月間の伴走支援プログラムです

大和 俊太郎 氏 三和金属株式会社

【1】 同じ立場のアトツギと本音で話せる仲間がで
きたこと。半年間の勉強会や懇親会を通して信頼
関係が生まれ、今でも相談や情報交換が続いてい
ます。一人では得られない視点や刺激をもらえたこ
とが大きな財産です。

【2】 ぜひ積極的に参加してください。学びももちろんですが、一番
の価値は同期や先輩アトツギとのつながりです。半年間を本気で
楽しみ、自分から交流すれば、プログラム終了後も続く大切な仲
間と出会えるはずです！！


	北九州市「アトツギ未来創造プログラムBridge北九州２０２６」の開催について.pdf
	Bridge北九州2026_参加者募集フライヤー.pdf
	今年度事業チラシ初稿
	スライド 1
	スライド 2



